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【研究概要】

脊椎動物および無脊椎動物の生理・生化学的研究

博士後期過程に属するArmNgammyom君は、今年の9月に課程を修了する。現在、学位論文を執筆

中であるが、審査制のある国際誌に1報以上の論文を発表しなければならない。彼は、『Expression

levelsofhormonereceptorsandbonemorophogenicproteininfinsofmedaka』というタイトルでZoological

Science誌にまず、第1報が受理されており、現在、第2報を執筆中である。その受理された論文の内

容は、ニホンメダカとタイメダカのヒレ（背ビレ、胸ビレ、腹ビレ、尻ビレ、尾ビレ）において、男

性ホルモンと女性ホルモンの受容体および、骨形成蛋白の発現を比較したものである。ヒレの形態が

第二次性徴を現しているからである。さらに、タイメダカの中には、そのヒレの形態からオスともメ

スとも区別できない外形的中間型が存在する。彼の研究の結果、初めて、ヒレの性的二型が生じる分

子生物学的証拠が得られた。また、タイメダカの中間型においては、それらの性ホルモン受容体の発

現は、正常な雌雄の中間型であることも明らかになった。

修士2年修了の浅田光子君は、『脊椎動物の肝臓における伊東細胞様細胞の存在と機能』について

研究を行った。伊東細胞は、哺乳類の肝臓において、血管上皮下に存在し、別名、星細胞と呼ばれる

ように、周囲に細胞突起を出し、コラーゲンを産生し肝臓の形を保持する細胞でビタミンAを貯蔵す

る、と規定されている。浅田君は、この細胞が真骨魚や両生類にも存在するかを、ヘマトキシリン・

エオシンの2重染色法および渡銀染色法を用いて調べた。その結果、メダカ、コモンフグ、ササノハ

ベラなど6種の真骨魚とニホンアマガエルの幼生において、肝血管上皮直下にあり、周囲に細胞質突

起を出している典型的な伊東細胞様細胞を見い出すことができた。しかしながら、哺乳類の伊東細胞

では、最近、この細胞が神経と起源や働きが似ていると指摘する論文が多く出版されており、本研究

でも、コラーゲンの成分の一部でもあり、さらに神経軸索の一部を構成する要素であるβ‐チューブ

リンに対する抗体を用いて免疫染色を施すと、2種の真骨魚類とヤマアカガエルにおいて伊東細胞様

細胞が陽性の反応を示した。したがって、この細胞は下等脊椎動物においても神経要素をもち、未知

の働きを持っている可能性が示唆された。

4年次卒業生の田村知君は、『キンギョの組織における異所性カルシトニンの検出」というタイ

トルで研究を行った。キンギョは飼育が容易で手術にも強く、性周期に伴う種々の生理現象が完全に

解明されており、実験動物として有利な点を多く持っている。一方、カルシトニンは破骨細胞の活性

を抑制し、血中カルシウム濃度を低下させるペプチドであり、32個のアミノ酸で構成されている。こ

れまで魚類以上の脊椎動物において29種の動物から35種類のカルシトニンが知られているが、キン

ギョにおいては、カルシトニンの生産に働く内分泌腺である鰕後腺からRT-PCRによって増幅さ

れ、実際にホルモンとして機能するカルシトニンの他に、肝臓のDNAからgenomicPCRによっ

て増幅されるカルシトニンの2種類が報告されている。これらをそれぞれカルシトニンIとカルシトニ

ンIIと呼んでいる。本研究では、種々の組織からカルシトニンIとⅡを見分けて増幅させるプライマー

を用いて、RT-PCRを行った結果、ほとんどの組織においてそれらが同時に発現していることを

見い出した。

笹山は、環形動物門マシコヒゲムシにおいて栄養体内腔の形態に関する一考察を行い、その栄養体

からX線分析顕微鏡によってイオウを検出し、どちらも論文として発表した。

々な物理的刺激に対する骨組織の応毛 に関する研究魚類の ロコを用いた

鈴木は魚のウロコを骨のモデルとして用い、物理的刺激やホルモン等の生理活性物質の骨に対する

作用を調べ、その応答の多様性を研究している。
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【研究業績】

1）学術論文
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(5)鈴木信雄：環境攪乱因子及び様々な物理的刺激に対する魚類の骨芽細胞及び破骨細胞の応答：
培養ウロコを用いた解析．平成20年日本動物学会中部支部例会シンポジウム，環境要因と生

物応答システム，富山（2008,7）

(6)田村知,NgamniyomA.,鈴木信雄，笹山雄一：キンギヨにおける異所性カルシトニンの検出．
平成20年日本動物学会中部支部例会，富山（2008,7）

(7)鈴木信雄,Danks,J.A.,田畑純，池亀美華，中村正久，服部淳彦：副甲状腺ホルモンのウロ

コの骨芽細胞及び破骨細胞に対する作用．第79回日本動物学会，福岡（2008,9）
(8)鈴木信雄，北村敬一郎，大森克徳，田畑純，池亀美華，井尻憲一，近藤隆，山田依里，西島

史恵，根本鉄，清水宣明，服部淳彦：再生鱗を用いた評価系の開発と加速度重力の解析．

宇宙生物科学会第22回大会，奈良（2008,9）

(9)服部淳彦，鈴木信雄：破骨細胞の分化・機能を抑制する松果体ホルモン・メラトニン．

第26回日本骨代謝学会，大阪(2008,10)

(10)鈴木信雄染井正徳，関あずさ，池亀美華，服部淳彦：新規プロモメラトニンは破骨細胞の活

性を抑制し、骨芽細胞の活性を上げる：培養ウロコを用いた解析．第26回日本骨代謝学会，
大阪(2008,10)

(11)関あずさ，鈴木信雄，染井正徳，池亀美華，服部淳彦：新規プロモメラトニン誘導体の卵巣摘

出ラットおよび低カルシウム食ラットに及ぼす影響．第26回日本骨代謝学会，大阪
（2008,10）

(12)鈴木信雄，早川和一，服部淳彦：多環芳香族炭化水素類の破骨・骨芽細胞に対する影響評価：

魚類のウロコを用いたアッセイ系による解析．第33回日本比較内分泌学会，広島（2008,12）
(13)丸山雄介，鈴木信雄，服部淳彦：繁殖期の雌キンギョに対してメラトニンは血漿カルシウム濃

度を有意に抑制する．第33回日本比較内分泌学会，広島（2008,12）
(14)田中大輔，井上和仁，鈴木信雄，服部淳彦：繁殖期の雌キンギョのウロコにおけるメラトニン

合成酵素の遺伝子発現．第33回日本比較内分泌学会，広島（2008,12）
(15)宇都理佳，古谷遼，中村正久，鈴木信雄，服部淳彦：キンギョ再生ウロコにおける隆起線形

成と骨形成関連遺伝子発現の日内変動．第33回日本比較内分泌学会，広島(2008,12)
(16)Thiparpa,T.,中村正久，鈴木信雄，服部淳彦：キンギヨのウロコにおける破壊と再生の開始シ

グナル．第33回日本比較内分泌学会，広島(2008,12)

(17)鈴木信雄，早川和一：重油にも含まれる多環芳香族炭化水素類の魚の骨代謝に及ぼす影響評価．

平成22年度日本水環境学会中部支部学術集会，富山（2008,12）

(18)鈴木信雄，田畑純，大森克徳，井尻憲一，北村敬一郎，根本鉄，清水宣明，染井正徳，池

亀美華，中村正久，近藤隆，古澤之裕，松田恒平，田渕圭章，高崎一朗，和田重人，安東
宏徳，笠原春夫，永瀬睦，久保田幸治，鈴木徹，遠藤雅人，竹内俊郎，奈良雅之，服部淳
彦：魚類のウロコを用いた宇宙生物学的研究：宇宙実験に適したウロコの培養法の検討．第
25回宇宙利用シンポジム，神奈川(2009,1)

(19)石岡憲昭，浅島誠，石原昭彦，泉龍太郎，宇佐美真-'大石浩隆，大森克徳，鎌田源司，
黒谷明美，鈴木ひろみ，鈴木信雄，曽我部正博，高橋昭久，二川健，東谷篤志，東端晃，
馬嶋秀行，宮崎安将，向井千秋，保田浩志，山崎丘,ChttOpadhyay,K.,Orlov,O.I.,Sharma,
S.C.,Shivaji,S.,庄逢源：平成20年度宇宙ストレス生物学研究班WG活動報告．第25回宇宙
利用シンポジム，神奈川（2009,1）

(20)早川和一，鈴木信雄：酵母Two-hybrid法及び魚ウロコを用いた多環芳香族炭化水素類の毒性
評価．第129回日本薬学会年大会，京都（2009,3）
(21)Suzuki,N､:Physiologicalsignificanceofthescalemtheteleostcalciummetabolism・nle7th

htemationalSatelliteSymposiumontheComparativeEndocrinologyofCalciumRegulation(17th
SciemificMeetingSecondJointMeetingofhtemationalBoneandMineralSociety),Australia
（2009,3）（招待講演）
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6／24

7／1～7／3

7／25

8／25

9／26

10／21～10／22

3／3

3／16

金沢大学理工研究域自然システム学系

加藤道雄教授他2名

「九十九湾周辺の試料採取」

名古屋港水族館海洋生物第二係

栗田正徳係長他2名

「鰊皮動物の採集」

金沢大学理工研究域自然システム学系

加藤道雄教授他1名

「九十九湾周辺の試料採取」

金沢大学理工研究域自然システム学系

加藤道雄教授他2名

「九十九湾周辺の試料採取」

金沢大学理工研究域自然システム学系

加藤道雄教授他2名

「九十九湾周辺の試料採取」

金沢大学理工研究域自然システム学系

加藤道雄教授他7名

「九十九湾周辺の試料採取」

｡名古屋港水族館海洋生物第二係

栗田正徳係長

「鰊皮動物の採集」

ChiangMaiUniversity

ChetiyanukornkulThaneeyaAssistantProfessor他19名

「施設視察」
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金沢大学

環日本海域環境研究センター

再生紙を使用しています


